
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】本考案は強力保水性シートに鼻部、口部に呼吸

口を設けピーリング施行の効率を図る。

【解決手段】本考案は強力保水性ペーパーシートを使用

することにより、使い捨てマスクとする。本体１に鼻部

の呼吸口２及び口部の呼吸口３を設けることにより、呼

吸を確保する。またピーリング剤がたまりやすく、冷却

時にシートの接着が悪い部分にマスクを設けることによ

り十分な鎮静効果が得られ、ピーリング剤の皮膚への浸

潤防止が可能となり、やけどの予防となる。付随シート

により水分補充を随時行え、鎮静効果の効率が上がり、

ピーリング施行時の鎮静過程を効率よく進めることを可

能にする。また１パックであることにより、医療機関、

エステ等の作業での改善、経済的、時間的の効率を図る

ことを可能にする。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
皮 膚 科 、 形 成 外 科 、 エ ス テ 等 で の ピ ー リ ン グ 施 行 中 に 鎮 静 さ せ る 目 的 で 使 用 す る フ ェ イ ス
マ ス ク で あ る 。 材 質 は キ ノ ク ロ ス を 使 用 。 天 然 木 材 パ ル プ １ ０ ０ ％ の 繊 維 を 空 気 中 に 分 散
さ せ て マ ッ ト を 形 成 し 、 特 殊 バ イ ン ダ ー で 接 着 シ ー ト 化 し た も の で あ る 。 ピ ー リ ン グ 施 行
時 に 、 ピ ー リ ン グ 剤 の 深 部 へ の 浸 潤 を 予 防 す る た め 用 い る 、 冷 水 を し み こ ま せ た ペ ー パ ー
マ ス ク で あ る 。 特 に 水 分 を 十 分 吸 収 す る 素 材 を 使 用 す る こ と に よ り 、 ピ ー リ ン グ 施 行 後 の
赤 味 、 痛 み の 軽 減 と 鎮 静 に 有 効 性 が 高 い 。 ま た 呼 吸 の 妨 げ に な ら ぬ よ う 、 鼻 、 口 部 は 切 り
抜 き 、 シ ー ト は 保 水 性 を 有 す る 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 、 ピ ー リ ン グ 施 行 後 皮 膚 へ の 水 分 の 浸 透 を 促 す 。 ま た 液 漏 れ の 防 止 に 努 め た フ ェ
イ ス マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
皮 膚 科 、 形 成 外 科 、 エ ス テ 等 で の ピ ー リ ン グ 時 に お い て 各 自 、 フ ェ イ ス タ オ ル 、 布 、 ペ ー
パ ー タ オ ル な ど を 使 用 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
フ ェ イ ス タ オ ル 、 布 で は 一 度 の 使 用 量 が 多 く 、 ま た 衛 生 面 に お い て も 問 題 が あ っ た 。 ま た
従 来 の 物 で は 素 材 的 に 水 分 の 吸 収 が 不 十 分 で あ り 、 鎮 静 効 果 も 低 い も の で あ っ た 。 ペ ー パ
ー タ オ ル も 使 用 量 、 製 作 等 、 経 済 的 、 労 働 的 負 担 が 大 き い 。 従 っ て 本 考 案 使 い 捨 て フ ェ イ
ス マ ス ク を 使 用 す る こ と で 、 前 述 の 欠 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 考 案 は 、
▲ １ ▼ ペ ー パ ー タ オ ル を 使 用 し 、 使 い 捨 て る こ と に よ り 衛 生 面 の 改 善 を 図 る 。 ま た 鼻 、 口
部 を 切 り 抜 く こ と に よ り 、 呼 吸 が 確 保 で き る 。 パ ッ ク で あ る た め 一 度 の 使 用 量 が 明 確 で あ
る 。
▲ ２ ▼ 水 分 の 吸 収 性 の よ い 素 材 を 使 用 す る こ と に よ り 十 分 な 鎮 静 効 果 が 得 ら れ る よ う に な
っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
ピ ー リ ン グ 時 に 溶 液 の 塗 布 後 、 本 考 案 の フ ェ イ ス マ ス ク に 冷 水 を し み こ ま せ 顔 に の せ る 。
ま た 鼻 の わ き に は 付 随 の マ ス ク を の せ 、 必 要 に 応 じ 付 随 の マ ス ク を 使 用 す る 。 ま た 随 時 フ
ェ イ ス マ ス ク の 上 に ペ ー パ ー を 重 ね る こ と に よ り 、 水 分 を 補 充 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 実 施 例 を 説 明 す る 。 １ が マ ス ク 本 体 で あ る 。 ピ ー リ ン グ 施 行 後 の
鎮 静 時 に 、 患 者 の 顔 に の せ る 。 ４ を 鼻 の 脇 に そ え 必 要 に 応 じ 、 ５ の シ ー ト を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 考 案 の 効 果 】 保 水 性 ペ ー パ ー タ オ ル を 使 用 す る こ と に よ り 、 皮 膚 へ の 水 分 の 浸 透 が 増 す
。 ま た 使 い 捨 て で あ る こ と に よ り 衛 生 的 で あ る 。 各 診 療 所 に お い て 、 本 考 案 を 使 用 す る こ
と に よ り 、 経 済 的 、 時 間 的 に 無 駄 を 無 く す 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 考 案 の フ ェ イ ス マ ス ク の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 付 随 品 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 フ ェ イ ス マ ス ク 本 体
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２ 　 鼻 部 の 呼 吸 口
３ 　 口 部 の 呼 吸 口
４ 　 付 随 の 鼻 の わ き の マ ス ク
５ 　 付 随 の シ ー ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 16日 (2003.6.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
材 質 は 天 然 木 材 パ ル プ １ ０ ０ ％ の 繊 維 を 特 殊 バ イ ン ダ ー で シ ー ト 化 し た 、 キ ノ ク ロ ス を 使
用 し た 保 水 性 ペ ー パ ー フ ェ イ ス マ ス ク パ ッ ク で あ る 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 20日 (2003.10.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
呼 吸 を 確 保 す る た め に 鼻 の 呼 吸 口 及 び 口 の 呼 吸 口 部 分 を 切 り 抜 い た 形 状 を 有 す る 、 保 水 性
を 有 す る ペ ー パ ー タ オ ル を 素 材 と し た シ ー ト 状 の マ ス ク と 、 装 着 時 に 鼻 の 呼 吸 口 部 分 よ り
露 出 し た 鼻 の わ き に の せ る た め の 保 水 性 を 有 す る ペ ー パ ー タ オ ル を 素 材 と し た シ ー ト 状 の
付 随 マ ス ク の 組 み 合 わ せ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 保 水 性 ペ ー パ ー フ ェ イ ス マ ス ク パ ッ ク
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
皮 膚 科 、 形 成 外 科 、 エ ス テ 等 の ピ ー リ ン グ 時 に 、 鎮 静 さ せ る 目 的 で 各 自 が フ ェ イ ス タ オ ル
、 布 、 ペ ー パ ー タ オ ル を 使 用 し て い た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 考 案 の 保 水 性 ペ ー パ ー フ ェ イ ス マ ス ク パ ッ ク は 、 呼 吸 を 確 保 す る た め に 鼻 の 呼 吸 口 及 び
口 の 呼 吸 口 部 分 を 切 り 抜 い た 形 状 を 有 す る 、 保 水 性 を 有 す る ペ ー パ ー タ オ ル を 素 材 と し た
シ ー ト 状 の マ ス ク と 、 装 着 時 に 鼻 の 呼 吸 口 部 分 よ り 露 出 し た 鼻 の わ き に 載 せ る た め の 保 水
性 を 有 す る ペ ー パ ー タ オ ル を 素 材 と し た シ ー ト 状 の 付 随 マ ス ク の 組 み 合 わ せ か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 。 こ こ で は 保 水 性 を 有 す る ペ ー パ ー タ オ ル と し て 、 天 然 木 材 パ ル プ １ ０ ０ パ
ー セ ン ト の 繊 維 を 空 気 中 に 分 散 さ せ て マ ッ ト を 形 成 し 、 特 殊 バ イ ン ダ ー で 接 着 シ ー ト 化 し
た 商 品 名 「 キ ノ ク ロ ス 」 を 用 い て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 考 案 の 効 果 】
（ １ ） 　 保 水 性 ペ ー パ ー タ オ ル を 使 用 す る こ と に よ り 、 皮 膚 へ の 水 分 の 浸 透 が 増 し て ピ ー
リ ン グ 剤 へ の 深 部 へ の 浸 潤 を 予 防 す る 。 特 に 水 分 を 十 分 吸 収 す る 素 材 を 使 用 す る こ と に よ
り 、 ピ ー リ ン グ 施 行 後 の 赤 味 、 痛 み の 軽 減 と 鎮 静 に 有 効 性 が 高 い 。 （ ２ ） 　 使 い 捨 て で あ
る こ と よ り 衛 生 的 で あ る 。
（ ３ ） 　 パ ッ ク で あ る た め に 一 度 の 使 用 量 が 明 確 で あ る 。
（ ４ ） 　 以 上 の 効 果 よ り 各 診 療 所 に お い て 本 考 案 の 保 水 性 ペ ー パ ー フ ェ イ ス マ ス ク パ ッ ク
を 使 用 す る こ と に よ り 、 経 済 的 、 時 間 的 に 無 駄 を 無 く す こ と が 可 能 と な る 。
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